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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームレートを３０Ｈｚとし、各フレームにおける有効ライン数が２０００ライン以
上で２２００ライン以下に設定されるとともに、各ラインにおける有効データワード数が
３４００ワード以上で４１００ワード以下に設定され、ワードビット数を１２ビットとし
て、緑色原色信号データ系列，青色原色信号データ系列及び赤色原色信号データ系列の並
列配置構成をとるワード列データを成すパラレルディジタル映像信号を、各々が規格に定
められたビットレートを有したビット列データを成す８チャンネルの第１のシリアルディ
ジタル映像信号に変換する複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部と、
　該複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部から得られる８チャンネルの第１
のシリアルディジタル映像信号に夫々基づく、各々が規格に定められたライン期間分デー
タ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネルの第１のワード列データ
を得るパラレルデータ形成部と、
　該パラレルデータ形成部から得られる８チャンネルの第１のワード列データが供給され
、該８チャンネルの第１のワード列データから、ラインブランキング部データ及び映像デ
ータを所定ビット数を単位として取り出し、第２のワード列データを形成するワード列デ
ータ形成部と、
　該ワード列データ形成部から得られる第２のワード列データのうちの映像データの各ラ
イン期間分を構成する４チャンネルの３６ビットデータ列の夫々について、各３６ビット
データのうちの上位１６ビットに８ビット／１０ビットエンコーディング変換を施して第
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１の２０ビットデータを得るとともに、下位２０ビットにスクランブル処理を施して第２
の２０ビットデータを得、上記第１及び第２の２０ビットデータを順次連ならせるととも
に、４チャンネル分を多重する処理を繰り返して、変換映像データを形成し、また、上記
第２のワード列データのうちのラインブランキング部データについて、予め定められたワ
ード同期データと識別データとを入換挿入するとともに、８ビット／１０ビットエンコー
ディング変換を施す処理を行って、変換ラインブランキング部データを形成し、各ライン
期間分を上記変換ラインブランキング部データと上記変換映像データとから成るものとす
る第３のワード列データを得る変換ワード列データ形成部と、
　該変換ワード列データ形成部から得られる第３のワード列データから所定ビット数ずつ
を取り出して、各々が所定のビットレートを有した複数チャンネルのビット列データを形
成する多チャンネルデータ形成部と、
　該多チャンネルデータ形成部から得られる複数チャンネルのビット列データを多重する
とともにパラレル／シリアル変換処理を施して、データレートを１０Ｇb/s以上とするビ
ット列データを、第２のシリアルディジタル映像信号として形成するデータ多重・パラレ
ル／シリアル変換部と、
　該データ多重・パラレル／シリアル変換部から得られるデータレートを１０Ｇb/s以上
とするビット列データを伝送すべく送出するデータ送出部と、
を備えて構成されるデータ送信装置。
【請求項２】
　上記ワード列データ形成部が、上記パラレルデータ形成部から得られる８チャンネルの
第１のワード列データを多重して多重ワード列データを形成するデータ多重部と、該デー
タ多重部から得られる多重ワード列データが、第１の周波数を有した書込クロック信号を
もって書き込まれるとともに、書き込まれた多重ワード列データから、上記ラインブラン
キング部データ及び上記映像データが、第２の周波数を有した読出クロック信号をもって
読み出され、上記第２のワード列データを形成するものとして上記変換ワード列データ形
成部へと送られる第１のメモリ部と、を含んで構成されることを特徴とする請求項１記載
のデータ送信装置。
【請求項３】
　上記変換ワード列データ形成部から得られる第３のワード列データが、第３の周波数を
有した書込クロック信号をもって書き込まれるとともに、上記第３の周波数とは異なる第
４の周波数を有した読出クロック信号をもって読み出されて上記多チャンネルデータ形成
部へと送られる第２のメモリ部が備えられることを特徴とする請求項１記載のデータ送信
装置。
【請求項４】
　上記データ送出部が、上記データ多重・パラレル／シリアル変換部から得られるデータ
レートを１０Ｇb/s以上とするビット列データを、光信号に変換して、光信号伝送ケーブ
ルへと送出することを特徴とする請求項１記載のデータ送信装置。
【請求項５】
　ビットレートを１０Ｇb/s以上とするビット列データを第１のシリアルディジタル映像
信号として受けるデータ受取部と、
　該データ受取部から得られるビットレートを１０Ｇb/s以上とするビット列データにシ
リアル／パラレル変換を施すとともに、各々が所定のビットレートを有した複数チャンネ
ルのビット列データを形成するシリアル／パラレル変換・多チャンネルデータ形成部と、
　該シリアル／パラレル変換・多チャンネルデータ形成部から得られる複数チャンネルの
ビット列データを多重して、多重ワード列データを形成するデータ多重部と、
　該データ多重部から得られる多重ワード列データの各ライン期間分に基づき、変換映像
データと変換ラインブランキング部データとを得、上記変換映像データを構成する第１の
２０ビットデータに８ビット／１０ビットデコーディング変換を施して元の１６ビットデ
ータを得るとともに、上記変換映像データを構成する第２の２０ビットデータにデスクラ
ンブル処理を施して元の２０ビットデータを得、上記元の１６ビットデータと元の２０ビ
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ットデータとを合成して、４チャンネルの３６ビットデータから成る元の映像データを得
、また、上記変換ラインブランキング部データに８ビット／１０ビットデコーディング変
換を施すとともに、ワード同期データ及び識別データの入換除去を行って、元のラインブ
ランキング部データを得、各ライン期間分が上記元のラインブランキング部データと上記
元の映像データとから成るものとされる第１のワード列データを復元するワード列データ
復元部と、
　該ワード列データ復元部から得られる第１のワード列データに基づき、各々が規格に定
められたライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネ
ルの第２のワード列データを得る複数チャンネルワード列データ形成部と、
　該複数チャンネルワード列データ形成部から得られる８チャンネルの第２のワード列デ
ータが供給され、該８チャンネルの第２のワード列データに基づく、各々が規格に定めら
れたビットレートを有したビット列データを成す８チャンネルの第２のシリアルディジタ
ル映像信号を得るシリアルデータ形成部と、
　該シリアルデータ形成部から得られる各々が規格に定められたビットレートを有したビ
ット列データを成す８チャンネルの第２のシリアルディジタル映像信号が供給され、該８
チャンネルの第２のシリアルディジタル映像信号を、フレームレートを３０Ｈｚとし、各
フレームにおける有効ライン数が２０００ライン以上で２２００ライン以下に設定される
とともに、各ラインにおける有効データワード数が３４００ワード以上で４１００ワード
以下に設定され、ワードビット数を１２ビットとして、緑色原色信号データ，青色原色信
号データ及び赤色原色信号データ系列の並列配置構成をとるワード列データを成すパラレ
ルディジタル映像信号に変換して送出する特定パラレルディジタル映像信号形成部と、
を備えて構成されるデータ受信装置。
【請求項６】
　上記データ受取部が、光信号伝送ケーブルを通じて受け取った光信号を、ビットレート
を１０Ｇb/s以上とするビット列データに変換して、第１のシリアルディジタル映像信号
を得ることを特徴とする請求項５記載のデータ受信装置。
【請求項７】
　上記データ多重部から得られる多重ワード列データが、第１の周波数を有した書込クロ
ック信号をもって書き込まれるとともに、上記第１の周波数とは異なる第２の周波数を有
した読出クロック信号をもって１６０ビットを単位として読み出され、上記ワード列デー
タ復元部へと送られる第１のメモリ部が備えられることを特徴とする請求項５記載のデー
タ受信装置。
【請求項８】
　上記複数チャンネルワード列データ形成部が、上記ワード列データ復元部から得られる
第１のワード列データが、第３の周波数を有した書込クロック信号をもって書き込まれる
とともに、第４の周波数を有した読出クロック信号をもって、所定のライン期間分データ
構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す第３のワード列データとして読み出され
る第２のメモリ部と、該第２のメモリ部から得られる上記第３のワード列データから上記
８チャンネルの第２のワード列データを分離して取り出すデータ分離部と、を含んで構成
されることを特徴とする請求項５記載のデータ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の特許請求の範囲に記載された発明は、ワードビット数（量子化ビット数）を１２
ビットとするワード列データを形成するものとなる、フレームレートを３０Ｈｚあるいは
３０／１．００１Ｈｚ（本願においてはこれらのいずれをも３０Ｈｚという。）とした、
所謂、Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号と称されるパラレルディジタル映像信号について
の伝送を行うに際して用いられる、ワード列データを形成するパラレルディジタル映像信
号をビット列データに変換して送信するデータ送信装置、及び、そのデータ送信装置によ
り送信されたビット列データを受信して、ワード列データを形成する元のパラレルディジ
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タル映像信号を復元するデータ受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像信号の分野においては、伝達情報の多様化及び再生画像の高品質化を実現する観点
等からのディジタル化が積極的に図られており、例えば、映像信号情報をあらわすディジ
タルデータにより形成されるディジタル映像信号を扱う高精細度テレビジョン(High Defi
nition Television:ＨＤＴＶ）システム等が提案されている。ＨＤＴＶシステムのもとに
おけるディジタル映像信号（以下、ＨＤ信号という）は、規格化されたデータフォーマッ
トに従う所定のワードビット数を有したワード列データ（パラレルディジタル映像信号）
として形成され、Ｙ，ＣB ／ＣR 形式のものとＧ，Ｂ，Ｒ形式のものとがある。Ｙ，ＣB 

／ＣR 形式のパラレルディジタル映像信号の場合、Ｙは輝度信号を意味し、ＣB ／ＣR は
色差信号を意味していて、輝度信号データ系列（Ｙデータ系列）及び色差信号データ系列
（ＣB ／ＣR データ系列）の並列配置構成をとる。また、Ｇ，Ｂ，Ｒ形式のパラレルディ
ジタル映像信号の場合、Ｇ，Ｂ及びＲは夫々緑色原色信号，青色原色信号及び赤色原色信
号を意味していて、緑色原色信号データ系列（Ｇデータ系列），青色原色信号データ系列
（Ｂデータ系列）及び赤色原色信号データ系列（Ｒデータ系列）の並列配置構成をとる。
【０００３】
　このようなＨＤ信号が、同軸ケーブルあるいはオプティカル・ファイバーによって形成
される光信号伝送ケーブル等で構成される信号伝送路を通じて伝送されるに際しては、信
号伝送路の構造が簡略される等の利点が得られることからして、ＨＤ信号がワード列デー
タからビット列データ（シリアルディジタル映像信号）に変換されて伝送されるシリアル
伝送が望まれることになる。そして、ＨＤ信号のシリアル伝送については、米国のＳＭＰ
ＴＥ (Society of Motion Picture and Television Engineers：動画及びテレビジョン技
術者協会）による規格化がなされており、通常、ＨＤ信号のシリアル伝送は、ＳＭＰＴＥ
によって制定された規格である SMPTE 292M による HD SDI (High Definition Serial Di
gital Interface)に準拠して行われる（非特許文献１参照。）。
【０００４】
   HD SDI に準拠したデータ伝送にあっては、同軸ケーブル，光信号伝送ケーブル等で形
成される信号伝送路を通じて伝送されるビット列データであるシリアルディジタル映像信
号が、そのデータレート（ビットレート）を１．４８５Ｇb/s もしくは１．４８５／１．
００１Ｇb/s （本願においては、これらのビットレートのいずれをも１．４８５Ｇb/s と
いう。）とするものとされることが、規格として定められている。即ち、 HD SDI に準拠
したデータ伝送に供されるシリアルディジタル映像信号（以下、HD-SDI信号という。）の
伝送にあたっては、HD-SDI信号は、ビットレートを１．４８５Ｇb/s とするものとされる
のである。
【０００５】
　HD-SDI信号の元となるＨＤ信号は、所定のデータフォーマット（以下、ソースフォーマ
ットという。）を有したものに限定される。このような限定されたＨＤ信号が有するソー
スフォーマットは、例えば、フレームレート：２４Ｈｚもしくは２４／１．００１Ｈｚ（
本願においては、これらのいずれをも２４Ｈｚという。），２５Ｈｚ、あるいは、３０Ｈ
ｚ，各フレームにおける有効ライン数：１０８０ライン，各ラインにおける有効ワード数
：１９２０ワード，ワードビット数：１０ビット，データ形式：Ｙ，ＣB ／ＣR 形式等々
のパラメータによって規定されるものとされる。
【０００６】
　こうした状況のなかで、ディジタル映像信号について、それに基づいて再生される画像
の解像度の一層の向上，画質改善の更なる追求等を目的として、そのデータフォーマット
を規定するパラメータについて、フレームレートを６０Ｈｚもしくは６０／１．００１Ｈ
ｚ（本願においては、これらのいずれをも６０Ｈｚという。）あるいは９０Ｈｚもしくは
９０／１．００１Ｈｚ（本願においては、これらのいずれをも９０Ｈｚという。）とする
こと，各フレームにおける有効ライン数及び各ラインにおける有効ワード数を、上述の限
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定されたＨＤ信号の場合のように１０８０ライン及び１９２０ワードに限るのではなく、
それらより大、例えば、１０８０ライン及び１９２０ワードの２倍程度とすること，ワー
ドビット数を１０ビットを越えるビット数、例えば、１２ビット，１４ビット等とするこ
と、さらには、これらのもとでデータ形式をＧ，Ｂ，Ｒ形式とすること等々が提案されて
いる。このような提案に従ったディジタル映像信号の例として、そのデータフォーマット
が、例えば、フレームレート：３０Ｈｚ，各フレームにおける有効ライン数：２０００ラ
イン以上で２２００ライン以下（例えば、２０４８ライン，２０７５ライン，２１６０ラ
イン等），各ラインにおける有効ワード数：３４００ワード以上で４１００ワード以下（
例えば、３４００ワード，３６４０ワード，３８４０ワード，４０９６ワード等），ワー
ドビット数：１２ビット，データ形式：Ｇ，Ｂ，Ｒ形式、即ち、Ｇデータ系列，Ｂデータ
系列及びＲデータ系列の並列配置構成等々のパラメータによって規定される３０Ｐ／１２
ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号（以下、特定４ｋ×２ｋ信号という。）と称さ
れるものがある。
【０００７】
　このような特定４ｋ×２ｋ信号は、所謂、超広帯域映像信号に属するものであるが、そ
の伝送にあたっては、前述のＨＤ信号の場合と同様に、ワード列データを成すパラレルデ
ィジタル映像信号からビット列データを成すシリアルディジタル映像信号に変換されて伝
送されるシリアル伝送が望まれることになる。
【非特許文献１】SMPTE STANDARD  SMPTE 292M-1998, for Television －Bit-Serial Dig
ital Interface for High-Definition Television Systems
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述のように超広帯域映像信号に属する特定４ｋ×２ｋ信号は、それに望まれるシリア
ル伝送を、従来の伝送技術手法に従って試みようとすると、HD-SDI信号についてのシリア
ル伝送の場合に比して、極めて広い周波数帯域に亙る信号処理が要求されることになって
しまう。それゆえ、従来にあっては、特定４ｋ×２ｋ信号を成すディジタルデータについ
ての実用に供することができるシリアル伝送を、例えば、ディジタル映像信号を成すディ
ジタルデータについての HD SDI に従ったシリアル伝送に用いられる既存の回路構成要素
を利用して行うことができる、実際のシリアル伝送システムの具体例は見当たらない。ま
た、このようなシリアル伝送システムに関する技術について記載された文献等も見出せな
い。
【０００９】
　斯かる点に鑑み、本願の特許請求の範囲に記載された発明は、超広帯域映像信号に属す
る特定４ｋ×２ｋ信号を成すディジタルデータについてのシリアル伝送を、実用に供する
ことができる形で効率良く実現することができるデータ送信装置及びデータ受信装置を提
供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記載された発明
に係るデータ送信装置は、特定４ｋ×２ｋ信号、即ち、３０Ｐ／１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ
形式の４ｋ×２ｋ信号（フレームレートを３０Ｈｚとし、各フレームにおける有効ライン
数が２０００ライン以上で２２００ライン以下に設定されるとともに、各ラインにおける
有効データワード数が３４００ワード以上で４１００ワード以下に設定され、ワードビッ
ト数を１２ビットとして、Ｇデータ系列、Ｂデータ系列及びＲデータ系列の並列配置構成
をとるワード列データを成すパラレルディジタル映像信号）を、各々が規格に定められた
ビットレート、例えば、１．４８５Ｇｂ／ｓを有したビット列データを成す８チャンネル
の第１のシリアルディジタル映像信号に変換する複数チャンネルシリアルディジタル映像
信号形成部と、複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部から得られる８チャン
ネルの第１のシリアルディジタル映像信号に夫々基づく、各々が規格に定められたライン
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期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネルの第１のワー
ド列データを得るパラレルデータ形成部と、パラレルデータ形成部から得られる８チャン
ネルの第１のワード列データが供給され、それらから、ラインブランキング部データ及び
映像データを所定ビット数、例えば、６４ビットを単位として取り出し、第２のワード列
データを形成するワード列データ形成部と、ワード列データ形成部から得られる第２のワ
ード列データのうちの映像データの各ライン期間分を構成する４チャンネルの３６ビット
データ列の夫々について、各３６ビットデータのうちの上位１６ビットに８ビット／１０
ビットエンコーディング変換を施して第１の２０ビットデータを得るとともに、下位２０
ビットにスクランブル処理を施して第２の２０ビットデータを得、第１及び第２の２０ビ
ットデータを順次連ならせるとともに、４チャンネル分を多重する処理を繰り返して、変
換映像データを形成し、また、第２のワード列データのうちの各ラインブランキング部デ
ータについて、予め定められたワード同期データと識別データとを入換挿入するとともに
、８ビット／１０ビットエンコーディング変換を施す処理を行って、変換ラインブランキ
ング部データを形成し、各ライン期間分を変換ラインブランキング部データと変換映像デ
ータとから成るものとする第３のワード列データを得る変換ワード列データ形成部と、変
換ワード列データ形成部から得られる第３のワード列データから所定ビット数ずつを取り
出して、各々が所定のビットレート、例えば、６６８．２５Ｍｂ／ｓを有した複数チャン
ネル、例えば、１６チャンネルのビット列データを形成する多チャンネルデータ形成部と
、多チャンネルデータ形成部から得られる複数チャンネルのビット列データを多重すると
ともにパラレル／シリアル（Ｐ／Ｓ）変換処理を施して、データレートを１０Ｇb/s以上
、例えば、１０．６９２Ｇｂ／ｓとするビット列データを、第２のシリアルディジタル映
像信号として形成するデータ多重・Ｐ／Ｓ変換部と、データ多重・Ｐ／Ｓ変換部から得ら
れるデータレートを１０Ｇb/s以上とするビット列データを伝送すべく送出するデータ送
出部と、を備えて構成される。
【００１１】
　また、本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８までのいずれかに記載され
た発明に係るデータ受信装置は、ビットレートを１０Ｇb/s以上、例えば、１０．６９２
Ｇb/sとするビット列データを第１のシリアルディジタル映像信号として受けるデータ受
取部と、データ受取部から得られるビットレートを１０Ｇb/s以上とするビット列データ
にシリアル／パラレル（Ｓ／Ｐ）変換を施すとともに、各々が所定のビットレート、例え
ば、６６８．２５Ｍｂ／ｓを有した複数チャンネル、例えば、１６チャンネルのビット列
データを形成するＳ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部と、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネル
データ形成部から得られる複数チャンネルのビット列データを多重して、多重ワード列デ
ータを形成するデータ多重部と、データ多重部から得られる多重ワード列データの各ライ
ン期間分に基づき、変換映像データと変換ラインブランキング部データとを得、変換映像
データを構成する第１の２０ビットデータに８ビット／１０ビットデコーディング変換を
施して元の１６ビットデータを得るとともに、変換映像データを構成する第２の２０ビッ
トデータにデスクランブル処理を施して元の２０ビットデータを得、元の１６ビットデー
タと元の２０ビットデータとを合成して、４チャンネルの３６ビットデータから成る元の
映像データを復元し、また、変換ラインブランキング部データに８ビット／１０ビットデ
コーディング変換を施すとともに、ワード同期データ及び識別データの入換除去を行って
、元のラインブランキング部データを復元し、各ライン期間分が元のラインブランキング
部データと元の映像データとから成るものとされる第１のワード列データを得るワード列
データ復元部と、ワード列データ復元部から得られる第１のワード列データに基づき、各
々が規格に定められたライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成
す８チャンネルの第２のワード列データを得る複数チャンネルワード列データ形成部と、
複数チャンネルワード列データ形成部から得られる８チャンネルの第２のワード列データ
が供給され、それらに基づく、各々が規格に定められたビットレート、例えば、１．４８
５Ｇｂ／ｓを有したビット列データを成す８チャンネルの第２のシリアルディジタル映像
信号を得るシリアルデータ形成部と、シリアルデータ形成部から得られる各々が規格に定
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められたビットレートを有したビット列データを成す８チャンネルの第２のシリアルディ
ジタル映像信号が供給され、それを，特定４ｋ×２ｋ信号、即ち、３０Ｐ／１２ビット／
Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号に変換して送出する特定パラレルディジタル映像信号形
成部と、を備えて構成される。
【００１２】
　上述のような本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記
載された発明に係るデータ送信装置にあっては、特定４ｋ×２ｋ信号が、複数チャンネル
シリアルディジタル映像信号形成部によって、例えば、８チャンネルのHD-SDI信号とされ
る、各々が規格に定められたビットレート、例えば、１．４８５Ｇｂ／ｓを有したビット
列データを成す８チャンネルの第１のシリアルディジタル映像信号に変換され、それらが
パラレルデータ形成部に供給される。パラレルデータ形成部においては、例えば、複数の
Ｓ／Ｐ変換部により、８チャンネルの第１のシリアルディジタル映像信号が、各々が規格
に定められたライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャ
ンネルの第１のワード列データに変換される。次に、８チャンネルの第１のワード列デー
タから、ラインブランキング部データ及び映像データが所定ビット数を単位として取り出
されて、第２のワード列データが形成される。続いて、変換ワード列データ形成部におい
て、第２のワード列データの各ライン期間分を構成する映像データに８ビット／１０ビッ
トエンコーディング変換処理とスクランブル処理とが施されて変換映像データが得られる
とともに、第２のワード列データの各ラインブランキング部データに８ビット／１０ビッ
トエンコーディング変換処理が施されて変換ラインブランキング部データが得られ、各ラ
イン期間分を変換ラインブランキング部データと変換映像データとから成るものとする第
３のワード列データが形成される。そして、第３のワード列データから所定ビット数ずつ
が取り出されて、各々が所定のビットレート、例えば、６６８．２５Ｍｂ／ｓを有した複
数チャンネル、例えば、１６チャンネルのビット列データが形成され、さらに、これらの
複数チャンネルのビット列データが多重されるとともにＰ／Ｓ変換されて、ビットレート
を１０Ｇb/s以上、例えば、１０．６９２Ｇb/sとするビット列データが、第２のシリアル
ディジタル映像信号として形成される。そして、このビットレートを１０Ｇb/s以上、例
えば、１０．６９２Ｇb/sとするビット列データが、伝送されるべく送出される。
【００１３】
　また、本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８までのいずれかに記載され
た発明に係るデータ受信装置にあっては、ビットレートを１０Ｇb/s以上、例えば、１０
．６９２Ｇｂ／ｓとするビット列データが第１のシリアルディジタル映像信号として受け
られ、その、ビットレートを１０Ｇb/s以上とするビット列データにＳ／Ｐ変換が施され
て、各々が所定のビットレート、例えば、６６８．２５Ｍｂ／ｓのビットレートを有した
複数チャンネル、例えば、１６チャンネルのビット列データが形成され、その後、１６チ
ャンネルのビット列データが多重されて、多重ワード列データが形成される。次に、ワー
ド列データ復元部において、多重ワード列データの各ライン期間分から得られる変換映像
データに８ビット／１０ビットデコーディング変換処理とデスクランブル処理とが施され
て、元の映像データが復元されるとともに、多重ワード列データの各ライン期間分から得
られる変換ラインブランキング部データに８ビット／１０ビットデコーディング変換処理
が施されて元のラインブランキング部データが復元され、各ライン期間分が復元された元
のラインブランキング部データと元の映像データとから成るものとされる第１のワード列
データが形成される。続いて、第１のワード列データに基づき、各々が規格に定められた
ライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネルの第２
のワード列データが得られ、これらの８チャンネルの第２のワード列データの夫々にシリ
アルデータ形成部によるＰ／Ｓ変換が施されて、８チャンネルのHD-SDI信号とされる、各
々が規格に定められたビットレート、例えば、１．４８５Ｇｂ／ｓのビットレートを有す
るものとされたビット列データを成す８チャンネルの第２のシリアルディジタル映像信号
が得られる。そして、シリアルデータ形成部から得られる８チャンネルの第２のシリアル
ディジタル映像信号が、特定パラレルディジタル映像形成部によって、特定４ｋ×２ｋ信
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号に変換されて、導出される。
【発明の効果】
【００１４】
　上述の本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記載され
た発明に係るデータ送信装置によれば、超広帯域映像信号に属する特定４ｋ×２ｋ信号、
即ち、３０Ｐ／１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号を、例えば、８チャンネル
のHD-SDI信号とされる、各々が規格に定められたビットレートを有したビット列データを
成す８チャンネルの第１のシリアルディジタル映像信号に変換し、それらからラインブラ
ンキング部データ及び映像データを取り出して、ラインブランキング部データには８Ｂ／
１０Ｂエンコーディング変換処理を施し、また、映像データには８Ｂ／１０Ｂエンコーデ
ィング変換処理とスクランブル処理とを施した後、ビットレートを１０Ｇb/s 以上、例え
ば、１０．６９２Ｇb/s とするビット列データを成す第２のシリアルディジタル映像信号
に変換し、それを伝送すべく送出することができる。従って、特定４ｋ×２ｋ信号につい
てのシリアル伝送を、実用に供することができる形で効率良く実現できることになる。
【００１５】
　さらに、本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８までのいずれかに記載さ
れた発明に係るデータ受信装置によれば、ビットレートを１０Ｇb/s 以上、例えば、１０
．６９２Ｇｂ／ｓとするビット列データを第１のシリアルディジタル映像信号として受け
取り、そのビットレートを１０Ｇb/s 以上とするビット列データが特定４ｋ×２ｋ信号、
即ち、３０Ｐ／１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号に基づいて形成されたもの
である場合には、受け取ったビットレートを１０Ｇb/s 以上とするビット列データから、
所定のワードビット数を有した第１のワード列データ，８チャンネルの第２のワード列デ
ータ及び８チャンネルの第２のシリアルデータが得られる状態を経て、特定４ｋ×２ｋ信
号を再生することができる。従って、超広帯域映像信号に属する特定４ｋ×２ｋ信号のシ
リアル伝送にあたり、その受信側装置を構成できることになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本願の特許請求の範囲に記載された発明を実施するための最良の形態は、以下に述べら
れる実施例をもって説明される。
【実施例１】
【００１７】
　図１は、本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記載さ
れた発明に係るデータ送信装置の一例（実施例１）を示す。
【００１８】
　図１に示される例、即ち、実施例１にあっては、特定４ｋ×２ｋ信号、即ち、３０Ｐ／
１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号（フレームレートを３０Ｈｚとし、各フレ
ームにおける有効ライン数が２０００ライン以上で２２００ライン以下に設定されるとと
もに、各ラインにおける有効データワード数が３４００ワード以上で４１００ワード以下
に設定され、ワードビット数を１２ビットとして、Ｇデータ系列、Ｂデータ系列及びＲデ
ータ系列の並列配置構成をとるワード列データを成すパラレルディジタル映像信号）ＤＳ
Ｖが、複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部１１に供給される。
【００１９】
　図２は、複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部１１に供給される特定４ｋ
×２ｋ信号ＤＳＶの一例のデータフォーマットを示す。
【００２０】
　図２に示されるデータフォーマットを有する特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶの一例にあって
は、互いに同期して並列配置されるＧデータ系列，Ｂデータ系列及びＲデータ系列につい
て、フレーム期間分が１／３０秒毎に連なるものとして設定されているとともに、その各
フレーム期間分がライン期間分Ｌ０００１からライン期間分Ｌｎ3 までのｎ3 ライン期間
分の連なりをもって形成されている。また、各フレーム期間分における有効ライン部がラ
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イン期間分Ｌｎ1+1 からライン期間分Ｌｎ2 までとされ、各フレーム期間分における有効
ライン部におけるライン数、即ち、有効ライン数が２ｋ＝ｎ2 －ｎ1 ラインに設定されて
いる。２ｋは、２０００以上で２２００以下の数値、例えば、２１６０とされる。さらに
、各ライン期間分における映像データ部を構成する有効データワード数が４ｋワードに設
定されている。４ｋは、３４００以上で４１００以下の数値、例えば、３８４０とされる
。そして、ワードビット数は１２ビットに選定されている。
【００２１】
　斯かるもとで、各フレーム期間分におけるライン期間分Ｌ0001からライン期間分Ｌｎ3 
までの夫々は、ワードビット数を１２ビットとするＧデータ系列のライン期間分と、ワー
ドビット数を１２ビットとするＢデータ系列のライン期間分と、ワードビット数を１２ビ
ットするＲデータ系列のライン期間分とを含むことになるが、特に、有効ライン部を形成
するライン期間分Ｌｎ1+１からライン期間分Ｌｎ2 までの夫々については、それらのうち
の一つであるライン期間分Ｌｎ1+１における状態が図２に例示されている如くに、それを
形成するワードビット数を１２ビットとするＧデータ系列のライン期間分，ワードビット
数を１２ビットとするＢデータ系列のライン期間分及びワードビット数を１２ビットとす
るＲデータ系列のライン期間分の夫々が、ラインブランキング部と映像データ部とを含む
ものとして形成されている。
【００２２】
　そして、各ラインブランキング部が、その始端部分にタイミング基準コード：ＥＡＶが
配されるとともに、その終端部分にタイミング基準コード：ＳＡＶが配され、ＥＡＶとＳ
ＡＶとの間に補助データが配されるものとして構成されている。一方、映像データ部につ
いては、Ｇデータ系列における映像データ部が、有効ワード数である４ｋワードの緑色原
色信号情報をあらわすＧデータＧＤが配されて構成され、Ｂデータ系列における映像デー
タ部が、有効ワード数である４ｋワードの青色原色信号情報をあらわすＢデータＢＤが配
されて構成され、さらに、Ｒデータ系列における映像データ部が、有効ワード数である４
ｋワードの赤色原色信号情報をあらわすＲデータＲＤが配されて構成されている。
【００２３】
　複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部１１においては、それに供給される
特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶが、必要に応じてビット不足を補う補足ビットが付加されるも
とで、各々が規格化された１．４８５Ｇｂ／ｓとされるビットレートを有したビット列デ
ータを成す８チャンネルのシリアルディジタル映像信号であるHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨ
Ｓ８に変換される。斯かる際には、例えば、ＳＭＰＴＥによって制定された規格である S
MPTE STANDARD  SMPTE 372M, for Television － Dual Link 292M Interface for 1920×
1080 Picture Raster に準拠した Link A 及び Link B とされるワード列データ（ Link 
A 及び Link B の各々はワードビット数を２０ビットとするワード列データ）を形成する
手法が用いられる。そして、特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶに基づいて、各チャンネルが Lin
k A と Link B との組で構成される４チャンネルのデータが形成され、これらの合計８チ
ャンネルの Link A 及び Link B の夫々がビット列データに変換されて、８チャンネルの
るHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８が形成される。
【００２４】
　このようにして、複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部１１から得られる
８チャンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８が、パラレルデータ形成部１２に供給され
る。パラレルデータ形成部１２は、図３に示されるように、HD-SDI信号ＤＨＳ１に対する
データ処理部ＰＤ１，HD-SDI信号ＤＨＳ２に対するデータ処理部ＰＤ２，・・・・・，HD
-SDI信号ＤＨＳ８に対するデータ処理部ＰＤ８を内蔵している。
【００２５】
　データ処理部ＰＤ１においては、それに供給されるHD-SDI信号ＤＨＳ１が、Ｓ／Ｐ変換
部１３においてＳ／Ｐ変換を施され、例えば、図４に示されるような、ライン期間分デー
タ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成すワード列データＤｈ１に変換される。
図４に示されるライン期間分データ構造は、ワードビット数を２０ビットとしたラインブ
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ランキング部と映像データ部とを含んだものとされている。ラインブランキング部は、そ
の始端部分に４ワードから成るタイミング基準コード：ＥＡＶが配されるとともに、その
終端部分に４ワードから成るタイミング基準コード：ＳＡＶが配され、ＥＡＶとＳＡＶと
の間に補助データが配されて構成されており、ワード数は２８０ワードとされている。ま
た、映像データ部には、映像データである、緑色原色信号情報をあらわすＧデータ，青色
原色信号情報をあらわすＢデータ、及び、赤色原色信号情報をあらわすＲデータが配され
て構成されており、ワード数は１９２０ワードとされている。従って、１ライン期間分の
総ワード数は２２００ワードである。また、ワードレートは、７４．２５ＭB/s もしくは
７４．２５／１．００１ＭB/s （本願においては、これらのいずれをも７４．２５ＭB/s 
という。）とされる。
【００２６】
　Ｓ／Ｐ変換部１３から得られるワードレートを７４．２５ＭB/s とし、ワードビット数
を２０ビットとするワード列データＤｈ１は、ビット・ワード同期設定部１４に供給され
る。ビット・ワード同期設定部１４においては、ワード列データＤｈ１に含まれるタイミ
ング基準コードデータＳＡＶ及びＥＡＶの検出が行われ、それらの検出結果に基づいてビ
ット同期及びワード同期が確立される。
【００２７】
　ビット・ワード同期設定部１４を経たワード列データＤｈ１は、ＦＩＦＯメモリ部１５
に、周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号ＱＷ１をもって２０ビットずつ書
き込まれる。そして、ＦＩＦＯメモリ部１５に書き込まれたワード列データＤｈ１は、周
波数を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック信号ＱＲ１をもって２０ビットずつ読み出さ
れ、ワード列データＤｄ１として、データ処理部ＰＤ１から導出される。
【００２８】
　また、データ処理部ＰＤ２においては、それに供給されるHD-SDI信号ＤＨＳ２が、Ｓ／
Ｐ変換部１６においてＳ／Ｐ変換が施され、例えば、前述の図４に示されるようなライン
期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成すワード列データＤｈ２に変
換される。Ｓ／Ｐ変換部１６から得られるワード列データＤｈ２は、ビット・ワード同期
設定部１７に供給される。ビット・ワード同期設定部１７においては、ワード列データＤ
ｈ２に含まれるタイミング基準コードデータＳＡＶ及びＥＡＶの検出が行われ、それらの
検出結果に基づいてビット同期及びワード同期が確立される。
【００２９】
　ビット・ワード同期設定部１７を経たワード列データＤｈ２は、ＦＩＦＯメモリ部１８
に、周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号ＱＷ１をもって２０ビットずつ書
き込まれる。そして、ＦＩＦＯメモリ部１８に書き込まれたワード列データＤｈ２は、周
波数を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック信号ＱＲ１をもって２０ビットずつ読み出さ
れ、ワード列データＤｄ２として、データ処理部ＰＤ２から導出される。
【００３０】
　データ処理部ＰＤ３～ＰＤ８の夫々もデータ処理部ＰＤ２と同様であり、データ処理部
ＰＤ３～ＰＤ８においては、それらに夫々供給されるHD-SDI信号ＤＨＳ３～ＤＨＳ８に対
しての、データ処理部ＰＤ２におけるそれに供給されるHD-SDI信号ＤＨＳ２に対して行わ
れる処理と同様な処理が行われ、データ処理部ＰＤ３～ＰＤ８から、ワード列データＤｄ
３～Ｄｄ８が導出される。
【００３１】
　パラレルデータ形成部１２に内蔵されたデータ処理部ＰＤ１～ＰＤ８から夫々導出され
るワード列データＤｄ１～Ｄｄ８は、パラレルデータ形成部１２から、各々が規格に定め
られたライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネル
のワード列データとして送出される。このようにしてパラレルデータ形成部１２から送出
される８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８は、前述のように複数チャンネルシ
リアルディジタル映像信号形成部１１において形成される、各チャンネルが Link A と L
ink B との組で構成される４チャンネルのデータに相当するものとされる。
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【００３２】
　このようにして、パラレルデータ形成部１２は、複数チャンネルシリアルディジタル映
像信号形成部１１から得られる８チャンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８に夫々基づ
く、各々が規格に定められたライン期間分データ構造を有したパラレルディジタル映像信
号を成す８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８を得る。
【００３３】
　そして、パラレルデータ形成部１２から得られる８チャンネルのワード列データＤｄ１
～Ｄｄ８は、データ多重部２０に供給される。データ多重部２０においては、ワード列デ
ータＤｄ１～Ｄｄ８を、各々の間における同期をとったもとで、ワード多重の手法をもっ
て多重することによって多重ワード列データＤｍを形成する。
【００３４】
　データ多重部２０から得られる多重ワード列データＤｍは、メモリ部２１に、周波数を
７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号ＱＷ２をもって、２０ビット×８＝１６０ビッ
トずつ書き込まれる。そして、メモリ部２１に書き込まれた多重ワード列データＤｍは、
その各ライン期間分ごとに、それを構成するラインブランキング部における、前述の４チ
ャンネルのうちの第１チャンネルの Link A に相当する部分中のラインブランキング部デ
ータ（２０ビット×１チャンネル＝２０ビット）と、映像データ部における、４チャンネ
ルの Link A と Link B との組に相当する部分中の映像データ（１２ビット×３（G,B,R)
×４チャンネル＝１４４ビット）とが、周波数を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック信
号ＱＲ２をもってメモリ部２１から読み出される。メモリ部２１から読み出されるライン
ブランキング部データ及び映像データは、さらに、必要な付加データの付加が行われて、
読み出されたラインブランキング部データが配される新たなラインブランキング部，読み
出された映像データが配される新たな映像データ部、及び、付加データが配される付加デ
ータ部が順次連なって成る新たなライン期間分データ構造を有したワード列データＤｏを
形成するものとして、変換ワード列データ形成部２２に供給される。
【００３５】
　このようなもとで、データ多重部２０とメモリ部２１とは、Ｓ／Ｐ変換手段を形成する
パラレルデータ形成部１２から得られる８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８が
供給され、それらの８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８から、ラインブランキ
ング部データ及び映像データを取り出し、ワード列データＤｏを形成するワード列データ
形成部を形成している。
【００３６】
　図５は、変換ワード列データ形成部２２の具体構成例を示す。図５に具体構成例が示さ
れる変換ワード列データ形成部２２においては、メモリ部２１からのワード列データＤｏ
がデータ分離部２５に供給される。データ分離部２５においては、ワード列データＤｏの
各ライン期間分ごとに、それを構成する映像データＤＶＤと第１チャンネルの Link A の
ラインブランキング部データＤＬＢとが互いに分離されて取り出され、ワード列データＤ
ｏの各ライン期間分ごとに次々と得られる映像データＤＶＤがデータ分割部２６に供給さ
れ、また、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに次々と得られるラインブランキン
グ部データＤＬＢがラインブランキング部データ形成部２７に供給される。
【００３７】
　データ分割部２６においては、各映像データＤＶＤがそれを構成する４チャンネルの３
６ビットデータ列が、チャンネル１（Ｃｈ．１）の３６ビットデータ列ＤＶＣ１，チャン
ネル２（Ｃｈ．２）の３６ビットデータ列ＤＶＣ２，チャンネル３（Ｃｈ．３）の３６ビ
ットデータ列ＤＶＣ３、及び、チャンネル４（Ｃｈ．４）の３６ビットデータ列ＤＶＣ４
に分割されて、映像データ形成部２８に供給される。映像データ形成部２８には、データ
処理部ＰＣ１，ＰＣ２，ＰＣ３及びＰＣ４が内蔵されており、Ｃｈ．１の３６ビットデー
タ列ＤＶＣ１がデータ処理部ＰＣ１に、Ｃｈ．２の３６ビットデータ列ＤＶＣ２がデータ
処理部ＰＣ２に、Ｃｈ．３の３６ビットデータ列ＤＶＣ３がデータ処理部ＰＣ３に、そし
て、Ｃｈ．４の３６ビットデータ列ＤＶＣ４がデータ処理部ＰＣ４に、夫々供給される。
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【００３８】
　データ処理部ＰＣ１にあっては、ビット分割部２９において、Ｃｈ．１の３６ビットデ
ータ列ＤＶＣ１における各３６ビットデータが、上位１６ビットと下位２０ビットとに分
割され、上位１６ビットが８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部３０に供給されるととも
に、下位２０ビットがスクランブル処理部３１に供給される。それにより、８Ｂ／１０Ｂ
エンコーディング変換部３０からは、上位１６ビットに８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変
換処理が施されて得られる２０ビットデータＤＥＴ１が導出され、また、スクランブル処
理部３１からは、下位２０ビットにスクランブル処理が施されて得られる２０ビットデー
タＤＳＣ１が導出されて、それらがビット多重部３２に供給される。ビット多重部３２に
おいては、２０ビットデータＤＳＣ１と２０ビットデータＤＥＴ１とが交互に連なるもの
として多重され、ビット多重部３２から多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１が得られて、そ
れが、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに、データ処理部ＰＣ１からデータ多重
部３３へと送出される。
【００３９】
　また、データ処理部ＰＣ２にあっては、ビット分割部３４において、Ｃｈ．２の３６ビ
ットデータ列ＤＶＣ２における各３６ビットデータが、上位１６ビットと下位２０ビット
とに分割され、上位１６ビットが８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部３５に供給される
とともに、下位２０ビットがスクランブル処理部３６に供給される。それにより、８Ｂ／
１０Ｂエンコーディング変換部３５からは、上位１６ビットに８Ｂ／１０Ｂエンコーディ
ング変換処理が施されて得られる２０ビットデータＤＥＴ２が導出され、また、スクラン
ブル処理部３６からは、下位２０ビットにスクランブル処理が施されて得られる２０ビッ
トデータＤＳＣ２が導出されて、それらがビット多重部３７に供給される。ビット多重部
３７においては、２０ビットデータＤＳＣ２と２０ビットデータＤＥＴ２とが交互に連な
るものとして多重され、ビット多重部３７から多重２０ビットデータ列ＤＶＥ２が得られ
て、それが、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに、データ処理部ＰＣ２からデー
タ多重部３３へと送出される。
【００４０】
　さらに、データ処理部ＰＣ３及びＰＣ４の夫々にあっては、Ｃｈ．３の３６ビットデー
タ列ＤＶＣ３及びＣｈ．４の３６ビットデータ列ＤＶＣ４の夫々についての処理が、デー
タ処理部ＰＣ２におけるＣｈ．２の３６ビットデータ列ＤＶＣ２についての処理と同様に
行われる。それにより、Ｃｈ．３の３６ビットデータ列ＤＶＣ３における各３６ビットデ
ータのうちの下位２０ビットにスクランブル処理が施されて得られる２０ビットデータＤ
ＳＣ３と、Ｃｈ．３の３６ビットデータ列ＤＶＣ３における各３６ビットデータのうちの
上位１６ビットに８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換処理が施されて得られる２０ビット
データＤＥＴ３とが、交互に連なるものとして多重されて得られる多重２０ビットデータ
列ＤＶＥ３が、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに、データ処理部ＰＣ３からデ
ータ多重部３３へと送出される。また、Ｃｈ．４の３６ビットデータ列ＤＶＣ４における
各３６ビットデータのうちの下位２０ビットにスクランブル処理が施されて得られる２０
ビットデータＤＳＣ４と、Ｃｈ．４の３６ビットデータ列ＤＶＣ４における各３６ビット
データのうちの上位１６ビットに８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換処理が施されて得ら
れる２０ビットデータＤＥＴ４とが、交互に連なるものとして多重されて得られる多重２
０ビットデータ列ＤＶＥ４が、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに、データ処理
部ＰＣ４からデータ多重部３３へと送出される。
【００４１】
　データ多重部３３においては、データ処理部ＰＣ１～ＰＣ４から夫々ワード列データＤ
ｏの各ライン期間分ごとに得られる多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１～ＤＶＥ４が、４０
ビット（２０ビットデータＤＳＣ１と２０ビットデータＤＥＴ１，２０ビットデータＤＳ
Ｃ２と２０ビットデータＤＥＴ２，２０ビットデータＤＳＣ３と２０ビットデータＤＥＴ
３，２０ビットデータＤＳＣ４と２０ビットデータＤＥＴ４）ずつ順次多重される状態が
繰り返される。その結果、図６に示されるように、多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１の２
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０ビットデータＤＳＣ１と２０ビットデータＤＥＴ１，多重２０ビットデータ列ＤＶＥ２
の２０ビットデータＤＳＣ２と２０ビットデータＤＥＴ２，多重２０ビットデータ列ＤＶ
Ｅ３の２０ビットデータＤＳＣ３と２０ビットデータＤＥＴ３、及び、多重２０ビットデ
ータ列ＤＶＥ４の２０ビットデータＤＳＣ４と２０ビットデータＤＥＴ４が順次連なる状
態が繰り返されて成る変換映像データＤＶＸが形成され、それが、ワード列データＤｏの
各ライン期間分ごとに、データ多重部３３から導出される。このようにして、データ多重
部３３から得られる変換映像データＤＶＸは、映像データ形成部２８から送出されてデー
タ多重部３８に供給される。
【００４２】
　一方、ラインブランキング部データ形成部２７においては、ワード列データＤｏの各ラ
イン期間分ごとに得られる、データ分離部２５からのラインブランキング部データＤＬＢ
が、Ｋ２８．５・Ｐ．ＩＤ挿入部３９に供給される。Ｋ２８．５・Ｐ．ＩＤ挿入部３９に
おいては、各ラインブランキング部データＤＬＢのタイミング基準コード：ＳＡＶもしく
はＥＡＶの冒頭部分の４０ビットを、図７に示されるように、２個の８ビットワードデー
タＤＫと３個の８ビットワードデータＤＰとによって置き換えることにより、ラインブラ
ンキング部データＤＬＢに８ビットワードデータＤＫ及びＤＰを挿入する処理が行われる
。
【００４３】
　２個の８ビットワードデータＤＫは、各々が、それに８Ｂ／１０Ｂ変換が施されるとき
、“Ｋ２８．５”というコードネームで呼ばれる、映像信号情報をあらわすワードデータ
としては用いられない１０ビットワードデータに変換されるもの（８ビットワードデータ
：１０１１１１００）である。また、３個の８ビットワードデータＤＰは、ワード列デー
タＤｈ１に補助データとして含まれる識別データ:Payload ID を構成する４ワードのうち
の一番目から三番目までの３ワードに相当する３個の８ビットワードデータであって、識
別データ:Payload ID として機能するデータに変換されるものである。
【００４４】
　Ｋ２８．５・Ｐ．ＩＤ挿入部３９からは、２個の８ビットワードデータＤＫと３個の８
ビットワードデータＤＰとが入換挿入されたラインブランキング部データＤＬＢが、ワー
ド列データＤｏの各ライン期間分ごとに得られて、８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部
４０に供給される。８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部４０においては、２個の８ビッ
トワードデータＤＫと３個の８ビットワードデータＤＰとが入換挿入されたラインブラン
キング部データＤＬＢに８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換が施されるとともに、２０ビ
ットずつ取り出される。それにより、８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部４０から、連
続する２バイトの“Ｋ２８．５”と３バイトの識別データ:Payload ID とを含んだ２０ビ
ットワード列データを形成する変換ラインブランキング部データＤＬＸが、ワード列デー
タＤｏの各ライン期間分ごとに導出される。このようにして、８Ｂ／１０Ｂエンコーディ
ング変換部４０から得られる変換ラインブランキング部データＤＬＸは、ラインブランキ
ング部データ形成部２７から送出されて、データ多重部３８に供給される。
【００４５】
　データ多重部３８は、ラインブランキング部データ形成部２７から、ワード列データＤ
ｏの各ライン期間分ごとに送出される変換ラインブランキング部データＤＬＸと、映像デ
ータ形成部２８から、ワード列データＤｏの各ライン期間分ごとに送出される変換映像デ
ータＤＶＸとを多重して、各ライン期間分が変換ラインブランキング部データＤＬＸと変
換映像データＤＶＸとで構成されるパラレルディジタル映像信号を成すワード列データＤ
ｐを形成して、それを送出する。
【００４６】
　このようにして、変換ワード列データ形成部２２において形成されるワード列データＤ
ｐは、例えば、図８に示されるライン期間分データ構造を有したものとされる。図８に示
されるライン期間分データ構造にあっては、１ライン期間分が、３１６８００ビットをも
って形成され、順次連なるラインブランキング部及び映像データ部を含むものとされる。
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ラインブランキング部は、９６００ビットをもって形成されて、その始端部分に、冒頭部
が２バイト（２ワード）のＫ２８．５と３バイト（３ワード）の識別データ:Payload ID 
とによって入れ換えられたタイミング基準コード：ＥＡＶが配されるとともに、その終端
部分にタイミング基準コード：ＳＡＶ（ＳＡＶの冒頭部が２バイト（２ワード）のＫ２８
．５と３バイト（３ワード）の識別データ:Payload ID とによって入れ換えられてもよい
。）が配される。映像データ部は、３０７２００ビットをもって形成され、２０ビットデ
ータＤＳＣ１と２０ビットデータＤＥＴ１，２０ビットデータＤＳＣ２と２０ビットデー
タＤＥＴ２，２０ビットデータＤＳＣ３と２０ビットデータＤＥＴ３、及び、２０ビット
データＤＳＣ４と２０ビットデータＤＥＴ４が順次連なる状態が繰り返されて成るものと
される。
【００４７】
　変換ワード列データ形成部２２から得られるワード列データＤｐは、メモリ部４１に、
周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号ＱＷ３をもって１６０ビットずつ書き
込まれる。そして、メモリ部４１に書き込まれたワード列データＤｐは、メモリ部４１か
ら、周波数を１６７．０６２５ＭＨｚとする読出クロック信号ＱＲ３をもって、６４ビッ
トずつ読み出され、ワード列データＤｑとして、多チャンネルデータ形成部４２に供給さ
れる。
【００４８】
　多チャンネルデータ形成部４２にあっては、１／１６７．０６２５ＭＨｚの周期をもっ
て６４ビットずつ供給されるワード列データＤｑに基づき、各々がビットレートを６６８
．２５Ｍb/s とする複数チャンネル、例えば、１６チャンネルのビット列データＤＳＸを
形成する。それにより多チャンネルデータ形成部４２から得られる１６チャンネルのビッ
ト列データＤＳＸは、データ多重・Ｐ／Ｓ変換部４３に供給される。
【００４９】
　データ多重・Ｐ／Ｓ変換部４３にあっては、１６チャンネルのビット列データＤＳＸを
多重するとともに、それにより得られるパラレルデータにＰ／Ｓ変換を施して、ビットレ
ートを１０Ｇb/s 以上、例えば、６６８．２５Ｍb/s ×１６＝１０．６９２Ｇb/s とする
ビット列データＤＴＧを形成する。このようにしてデータ多重・Ｐ／Ｓ変換部４３から得
られるビット列データＤＴＧは、複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部１１
に供給された特定４ｋ×２ｋ信号に基づいて形成され、パラレルデータ形成部１２に供給
された８チャンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８に応じて得られたものであるので、
ビットレートを１０Ｇb/s 以上、例えば、１０．６９２Ｇb/s とするビット列データを形
成するシリアルディジタル映像信号であることになる。
【００５０】
　そして、データ多重・Ｐ／Ｓ変換部４３から得られるビット列データＤＴＧは、データ
送出部を形成する電光変換部４４に供給される。電光変換部４４は、ビット列データＤＴ
Ｇを光信号ＤＬに変換し、その光信号ＤＬを、オプティカル・ファイバー等によって形成
される光信号伝送ケーブル４５を通じて伝送すべく送出する。
【００５１】
　上述のようにして、図１に示される本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項
４までのいずれかに記載された発明に係るデータ送信装置の一例である実施例１にあって
は、特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶを、８チャンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８に変換
した後、さらに、８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８に変換し、それらからラ
インブランキング部データＤＬＢ及び映像データＤＶＤを取り出して、ラインブランキン
グ部データＤＬＢには８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換処理を施し、また、映像データ
ＤＶＤには８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換処理とスクランブル処理とを施した後、ビ
ットレートを１０Ｇb/s 以上、例えば、１０．６９２Ｇb/s とするビット列データＤＴＧ
を成す第２のシリアルディジタル映像信号に変換し、それを伝送すべく送出することがで
きる。従って、特定４ｋ×２ｋ信号についてのシリアル伝送を、実用に供することができ
る形で効率良く実現できることになる。
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【実施例２】
【００５２】
　図９は、本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８までのいずれかに記載さ
れた発明に係るデータ受信装置の一例（実施例２）を示す。
【００５３】
　図９に示される例、即ち、実施例２にあっては、オプティカル・ファイバー等によって
形成される光信号伝送ケーブル５１を通じて到来する光信号ＤＬが、データ受取部を形成
する光電変換部５２によって受けられる。光信号ＤＬは、図１に示される実施例１により
伝送されるべく送出される、ビットレートを、１０Ｇb/s 以上、例えば、１０．６９２Ｇ
b/s とするビット列データＤＴＧが変換されて得られる光信号ＤＬに相当するものとされ
る。
【００５４】
　光電変換部５２は、光信号ＤＬを、ビットレートを、１０Ｇb/s 以上、例えば、１０．
６９２Ｇb/s とするビット列データＤＴＧに変換し、そのビット列データＤＴＧをＳ／Ｐ
変換・多チャンネルデータ形成部５３に供給する。Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成
部５３にあっては、ビット列データＤＴＧにＳ／Ｐ変換を施すとともに、それにより得ら
れるパラレルデータに基づく、各々がビットレートを、例えば、６６８．２５Ｍb/s とす
るものとされる複数チャンネル、例えば、１６チャンネルのビット列データＤＳＸを形成
する。それにより、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部５３から得られる１６チャン
ネルのビット列データＤＳＸは、データ多重部５４に供給される。
【００５５】
　データ多重部５４にあっては、１６チャンネルのビット列データＤＳＸを多重して、多
重ワード列データとされるワード列データＤｒを形成する。それにより、データ多重部５
４から得られるワード列データＤｒは、その１２８ビットずつが、メモリ部５５に、周波
数を８３．５３１２５ＭＨｚ（１６７．０６２５／２ＭＨｚ）とする書込クロック信号Ｑ
Ｗ４をもって書き込まれる。そして、メモリ部５５に書き込まれたワード列データＤｒは
、メモリ部３５から、周波数を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック信号ＱＲ４をもって
１６０ビットずつ読み出され、ワード列データＤｓとしてワード列データ復元部５６に供
給される。このようにしてワード列データ復元部５６に供給されるワード列データＤｓは
、例えば、図８に示されるようなライン期間分データ構造をとるものとされる。
【００５６】
　図１０は、ワード列データ復元部５６の具体構成例を示す。図１０に具体構成例が示さ
れるワード列データ復元部５６においては、メモリ部５５からのワード列データＤｓがデ
ータ分離部５７に供給される。データ分離部５７にあっては、ワード列データＤｓに含ま
れる連続する２バイトの“Ｋ２８．５”、さらには、３バイトの識別データ:Payload ID 
の検出が行われて、その検出結果に基づいて、ワード列データＤｓの各ライン期間分が判
別される。そして、ワード列データＤｓの各ライン期間分ごとに、当該ライン期間分を構
成する変換映像データＤＶＸと変換ラインブランキング部データＤＬＸとが互いに分離さ
れて取り出され、変換映像データＤＶＸが映像データ復元部５８に供給されるとともに、
変換ラインブランキング部データＤＬＸがラインブランキング部データ復元部５９に供給
される。
【００５７】
　映像データ復元部５８には、データ分割部６０とデータ処理部ＰＳ１，ＰＳ２，ＰＳ３
及びＰＳ４とが内蔵されている。データ分割部６０にあっては、データ分離部５７からワ
ード列データＤｓのライン期間分ごとに順次得られる変換映像データＤＶＸの夫々が、４
チャンネルの多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１，ＤＶＥ２，ＤＶＥ３及びＤＶＥ４に分割
され、データ分割部６０から４チャンネルの多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１～ＤＶＥ４
が互いに分離されて導出される。このようにしてデータ分割部６０から導出される４チャ
ンネルの多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１～ＤＶＥ４は、データ処理部ＰＳ１，ＰＳ２，
ＰＳ３及びＰＳ４に夫々供給される。
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【００５８】
　データ処理部ＰＳ１にあっては、ビット分割部６１において、データ分割部６０からワ
ード列データＤｓのライン期間分ごとに得られる多重２０ビットデータ列ＤＶＥ１の夫々
が、２０ビットワード列データＤＥＴ１と２０ビットワード列データＤＳＣ１とに分割さ
れる。そして、２０ビットワード列データＤＥＴ１が８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部
６２に供給されるとともに、２０ビットワード列データＤＳＣ１がデスクランブル処理部
６３に供給される。
【００５９】
　８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部６２にあっては、２０ビットワード列データＤＥＴ
１を構成する２０ビットワードの夫々が、それに８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換処理が
施されて１６ビットデータに変換され、それがビット合成部６４に供給される。また、デ
スクランブル処理部６３にあっては、２０ビットワード列データＤＳＣ１を構成する２０
ビットワードの夫々にデスクランブル処理が施されて元の２０ビットデータが復元され、
それがビット合成部６４に供給される。
【００６０】
　ビット合成部６４は、８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部６２及びデスクランブル処理
部６３から夫々１６ビットデータ及び２０ビットデータが到来するごとに、８Ｂ／１０Ｂ
デコーディング変換部６２から得られる１６ビットデータを上位１６ビットとし、デスク
ランブル処理部６３から得られる２０ビットデータを下位２０ビットとする３６ビットデ
ータを順次形成し、それにより得られる３６ビットデータ列ＤＶＣ１を送出する。ビット
合成部６４から送出される３６ビットデータ列ＤＶＣ１は、データ処理部ＰＳ１からデー
タ合成部６５に供給される。
【００６１】
　また、データ処理部ＰＳ２にあっては、ビット分割部６６において、データ分割部６０
からワード列データＤｓのライン期間分ごとに得られる多重２０ビットデータ列ＤＶＥ２
の夫々が、２０ビットワード列データＤＥＴ２と２０ビットワード列データＤＳＣ２とに
分割される。そして、２０ビットワード列データＤＥＴ２が８Ｂ／１０Ｂデコーディング
変換部６７に供給されるとともに、２０ビットワード列データＤＳＣ２がデスクランブル
処理部６８に供給される。
【００６２】
　８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部６７にあっては、２０ビットワード列データＤＥＴ
２を構成する２０ビットワードの夫々が、それに８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換処理が
施されて１６ビットデータに変換され、それがビット合成部６９に供給される。また、デ
スクランブル処理部６８にあっては、２０ビットワード列データＤＳＣ２を構成する２０
ビットワードの夫々にデスクランブル処理が施されて元の２０ビットデータが復元され、
それがビット合成部６９に供給される。
【００６３】
　ビット合成部６９は、８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部６７及びデスクランブル処理
部６８から夫々１６ビットデータ及び２０ビットデータが到来するごとに、８Ｂ／１０Ｂ
デコーディング変換部６７から得られる１６ビットデータを上位１６ビットとし、デスク
ランブル処理部６８から得られる２０ビットデータを下位２０ビットとする３６ビットデ
ータを順次形成し、それにより得られる３６ビットデータ列ＤＶＣ２を送出する。ビット
合成部６９から送出される３６ビットデータ列ＤＶＣ２は、データ処理部ＰＳ２からデー
タ合成部６５に供給される。
【００６４】
　さらに、データ処理部ＰＳ３及びデータ処理部ＰＳ４の各々にあっては、データ分割部
６０からワード列データＤｓのライン期間分ごとに得られる多重２０ビットデータ列ＤＶ
Ｅ３及び多重２０ビットデータ列ＤＶＥ４の夫々についての処理が、データ処理部ＰＳ２
における多重２０ビットデータ列ＤＶＥ２についての処理と同様に行われる。それにより
、データ処理部ＰＳ３及びデータ処理部ＰＳ４から、多重２０ビットデータ列ＤＶＥ３及
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び多重２０ビットデータ列ＤＶＥ４に基づく３６ビットデータ列ＤＶＣ３及び３６ビット
データ列ＤＶＣ４が夫々得られ、それらがデータ合成部６５に供給される。
【００６５】
　データ合成部６５は、データ処理部ＰＳ１～ＰＳ４から夫々得られる３６ビットデータ
列ＤＶＣ１～ＤＶＣ４を合成して、ワード列データＤｓのライン期間分ごとに、映像デー
タＤＶＤを復元し、それをデータ多重部７０に供給する。
【００６６】
　一方、ラインブランキング部データ復元部５９にあっては、データ分離部５７からワー
ド列データＤｓの各ライン期間分ごとに得られる変換ラインブランキング部データＤＬＸ
に、８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部７１による８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換が施
されて、元のラインブランキング部データＤＬＢが復元される。８Ｂ／１０Ｂデコーディ
ング変換部７１から得られるラインブランキング部データＤＬＢは、Ｋ２８．５・Ｐ．Ｉ
Ｄ入換部７２に供給される。
【００６７】
　Ｋ２８．５・Ｐ．ＩＤ入換部７２においては、ラインブランキング部データＤＬＢの始
端部分の冒頭に挿入された、２バイトの、８Ｂ／１０Ｂ変換が施されるとき“Ｋ２８．５
”となる８ビットワードデータと、３バイトの、８Ｂ／１０Ｂ変換が施されるとき識別デ
ータ:Payload ID となる８ビットワードデータとを、タイミング基準コードデータ：ＥＡ
Ｖを構成することになる４ワードをもって入れ換えるデータ入換処理が行われる。そして
、このようなデータ入換処理が行われてＫ２８．５・Ｐ．ＩＤ入換部７２から得られるラ
インブランキング部データＤＬＢが、ワード列データＤｓのライン期間分ごとに、ライン
ブランキング部データ復元部５９から送出されてデータ多重部７０に供給される。
【００６８】
　データ多重部７０は、データ合成部６５からの復元された映像データＤＶＤと、ライン
ブランキング部データ復元部５９からの復元されたラインブランキング部データＤＬＢと
を多重して、各ライン期間分がラインブランキング部データＤＬＢと映像データＤＶＤと
で構成されるものとされるパラレルディジタル映像信号を成すワード列データＤｔを形成
する。上述のようにしてデータ多重部７０において形成されるワード列データＤｔは、ワ
ード列データ復元部５６から送出される。
【００６９】
　ワード列データ復元部５６から得られるワード列データＤｔは、その１４４ビットずつ
が、メモリ部７５に、周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号ＱＷ５をもって
書き込まれる。そして、メモリ部７５に書き込まれたワード列データＤｔは、その各ライ
ン期間分ごとに、それを構成するラインブランキング部データと映像データとが、周波数
を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック信号ＱＲ５をもってメモリ部７５から読み出され
る。メモリ部７５から読み出されるラインブランキング部データ及び映像データは、さら
に、必要な付加データの付加が行われて、読み出されたラインブランキング部データが配
される新たなラインブランキング部及び読み出された映像データが配される新たな映像デ
ータ部が順次連なって成る新たなライン期間分データ構造を有したワード列データＤｕを
形成するものとして、１６０ビットずつデータ分離部７６に供給される。
【００７０】
　データ分離部７６においては、ワード列データＤｕにワード分離処理が施されて、ワー
ド列データＤｕから８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８が分離されて取り出さ
れる。これらのデータ分離部７６において分離される８チャンネルのワード列データＤｄ
１～Ｄｄ８は、それらの夫々が、ワードビット数を２０ビットとし、ワードレートを７４
．２５ＭＢ／ｓとする、例えば、図４に示されるような規格に定められたライン期間分デ
ータ構造を有したパラレルディジタル映像信号を成すものとされて、シリアルデータ形成
部７７に供給される。
【００７１】
　このようなもとで、メモリ部７５とデータ分離部７６とは、ワード列データ復元部５６
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から得られるワード列データＤｔに基づき、各々が規格に定められたライン期間分データ
構造を有したパラレルディジタル映像信号を成す８チャンネルのワード列データＤｄ１～
Ｄｄ８を得る、複数チャンネルワード列データ形成部を形成している。
【００７２】
　シリアルデータ形成部７７は、図１１に示されるように、ワード列データＤｄ１に対す
るデータ処理部ＰＲ１，ワード列データＤｄ２に対するデータ処理部ＰＲ２，・・・・・
，ワード列データＤｄ８に対するデータ処理部ＰＲ８を内蔵している。
【００７３】
　データ処理部ＰＲ１においては、それに供給されるワード列データＤｄ１が、ＦＩＦＯ
メモリ部８０に、２０ビットずつ、周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック信号Ｑ
Ｗ６をもって書き込まれる。続いて、ＦＩＦＯメモリ部８０に書き込まれたワード列デー
タＤｄ１は、ＦＩＦＯメモリ部８０から、周波数を７４．２５ＭＨｚとする読出クロック
信号ＱＲ６をもって２０ビットずつ読み出されて、ワードビット数を２０ビットとするパ
ラレルディジタル映像信号を成すワード列データＤｈ１が形成され、そのワード列データ
Ｄｈ１がＰ／Ｓ変換部８１に供給される。このワード列データＤｈ１は、ワード列データ
Ｄｄ１と実質的に同じであって、例えば、図４に示されるようなライン期間分データ構造
を有したものとされる。
【００７４】
　Ｐ／Ｓ変換部８１においては、ワード列データＤｈ１にＰ／Ｓ変換が施されて、ワード
列データＤｈ１に基づく、ビットレートを規格化された１．４８５Ｇb/s とするシリアル
ディジタル映像信号であるHD-SDI信号ＤＨＳ１が形成される。そして、このＰ／Ｓ変換部
８１において形成されるHD-SDI信号ＤＨＳ１が、データ処理部ＰＲ１から導出される。
【００７５】
　また、データ処理部ＰＲ２においては、それに供給されるワード列データＤｄ２が、Ｆ
ＩＦＯメモリ部８２に、２０ビットずつ、周波数を７４．２５ＭＨｚとする書込クロック
信号ＱＷ６をもって書き込まれる。続いて、ＦＩＦＯメモリ部８２に書き込まれたワード
列データＤｄ２は、ＦＩＦＯメモリ部４２から、周波数を７４．２５ＭＨｚとする読出ク
ロック信号ＱＲ６をもって２０ビットずつ読み出されて、２０ビットワード構成のパラレ
ルディジタル映像信号を成すワード列データＤｈ２が形成され、そのワード列データＤｈ
２がＰ／Ｓ変換部８３に供給される。このワード列データＤｈ２も、ワード列データＤｄ
１と実質的に同じであって、例えば、図４に示されるようなライン期間分データ構造を有
したものとされる。
【００７６】
　Ｐ／Ｓ変換部８３においては、ワード列データＤｈ２にＰ／Ｓ変換が施されて、ワード
列データＤｈ２に基づく、ビットレートを規格化された１．４８５Ｇb/s とするシリアル
ディジタル映像信号であるHD-SDI信号ＤＨＳ２が形成される。そして、このＰ／Ｓ変換部
８３において形成されるHD-SDI信号ＤＨＳ２が、データ処理部ＰＲ２から導出される。
【００７７】
　データ処理部ＰＲ３～ＰＲ８の夫々もデータ処理部ＰＲ２と同様であり、データ処理部
ＰＲ３～ＰＲ８においては、それらに夫々供給されるワード列データＤｄ３～Ｄｄ８に対
しての、データ処理部ＰＲ２におけるそれに供給されるワード列データＤｄ２に対して行
われる処理と同様な処理が行われ、データ処理部ＰＲ３～ＰＲ８から、各々がビットレー
トを規格化された１．４８５Ｇb/s とするシリアルディジタル映像信号であるHD-SDI信号
ＤＨＳ３～ＤＨＳ８が導出される。
【００７８】
　そして、データ処理部ＰＲ１～ＰＲ８の夫々から導出される８チャンネルのHD-SDI信号
ＤＨＳ１～ＤＨＳ８が、シリアルデータ形成部７７から、再生されたHD-SDI信号として、
特定パラレルディジタル映像信号形成部８５へと送出される。このようにして、シリアル
データ形成部７７は、メモリ部７５とデータ分離部７６とが形成する複数チャンネルワー
ド列データ形成部から得られる８チャンネルのワード列データＤｄ１～Ｄｄ８が供給され
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、それらに基づく、各々が規格に定められたビットレートを有したビット列データを成す
８チャンネルのシリアルディジタル映像信号を得る。
【００７９】
　特定パラレルディジタル映像信号形成部８５においては、８チャンネルのHD-SDI信号Ｄ
ＨＳ１～ＤＨＳ８に対し、図１に示される複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形
成部１１において、特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶに、それに基づく８チャンネルのHD-SDI信
号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８を得るべく施される変換処理とは逆の変換処理が施されて、８チャ
ンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８が特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶに変換される。それ
により、特定パラレルディジタル映像信号形成部８５からは、ビットレートを１０Ｇb/s 
以上、例えば、１０．６９２Ｇｂ／ｓとするビット列データＤＴＧに基づいて再生された
特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶが送出される。
【００８０】
　このような、図９に示される本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８まで
のいずれかに記載された発明に係るデータ受信装置の一例である実施例２にあっては、ビ
ットレートを１０Ｇb/s 以上、例えば、１０．６９２Ｇｂ／ｓとするビット列データＤＴ
Ｇを受け取り、そのビットレートを１０Ｇb/s 以上とするビット列データＤＴＧが特定４
ｋ×２ｋ信号、即ち、３０Ｐ／１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信号に基づいて
形成されたものである場合には、受け取ったビットレートを１０Ｇb/s 以上とするビット
列データＤＴＧから、ワード列データＤｕが形成され、さらに、８チャンネルのワード列
データＤｄ１～Ｄｄ８及び８チャンネルのHD-SDI信号ＤＨＳ１～ＤＨＳ８が得られる状態
を経て、特定４ｋ×２ｋ信号ＤＳＶを再生することができる。従って、超広帯域映像信号
に属する特定４ｋ×２ｋ信号のシリアル伝送にあたり、その受信側装置を構成できること
になる。
【産業上の利用可能性】
【００８１】
　上述のような本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記
載された発明に係るデータ送信装置、及び、本願の特許請求の範囲における請求項５から
請求項８までのいずれかに記載された発明に係るデータ受信装置は、超広帯域映像信号に
属する特定４ｋ×２ｋ信号、即ち、３０Ｐ／１２ビット／Ｇ，Ｂ，Ｒ形式の４ｋ×２ｋ信
号のシリアル伝送を実現できるデータ伝送システムを構築できるものとして、ディジタル
映像信号を扱う分野において広範に適用され得るものである。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項４までのいずれかに記載され
た発明に係るデータ送信装置の一例を示すブロック構成図である。
【図２】図１に示される例によるシリアル伝送が行われる特定４ｋ×２ｋ信号の一例のデ
ータフォーマットを示す概念図である。
【図３】図１に示される例におけるパラレルデータ形成部の具体構成例を示すブロック構
成図である。
【図４】図１に示される例の動作説明に供されるデータフォーマットを示す概念図である
。
【図５】図１に示される例における変換ワード列データ形成部の具体構成例を示すブロッ
ク構成図である。
【図６】図１に示される例の動作説明に供されるデータフォーマットを示す概念図である
。
【図７】図１に示される例の動作説明に供されるデータフォーマットを示す概念図である
。
【図８】図１に示される例の動作説明に供されるデータフォーマットを示す概念図である
。
【図９】本願の特許請求の範囲における請求項５から請求項８までのいずれかに記載され
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た発明に係るデータ受信装置の一例を示すブロック構成図である。
【図１０】図９に示される例におけるワード列データ復元部の具体構成例を示すブロック
構成図である。
【図１１】図９に示される例におけるシリアルデータ形成部の具体構成例を示すブロック
構成図である。
【符号の説明】
【００８３】
　１１・・・複数チャンネルシリアルディジタル映像信号形成部，　１２・・・パラレル
データ形成部，　１３，１６・・・Ｓ／Ｐ変換部，　１４，１７・・・ビット・ワード同
期設定部，　１５，１８，８０，８２・・・ＦＩＦＯメモリ部，　２０，３３，３８，５
４，７０・・・データ多重部，　２１，４１，５５，７５・・・メモリ部，　２２・・・
変換ワード列データ形成部，　２５，５７，７６・・・データ分離部，　２６，６０・・
・データ分割部，　２７・・・ラインブランキング部データ形成部，　２８・・・映像デ
ータ形成部，　２９，３４，６１，６６・・・ビット分割部，　３０，３５，４０・・・
８Ｂ／１０Ｂエンコーディング変換部，　３１，３６・・・スクランブル処理部，　３２
，３７・・・ビット多重部，　３９・・・Ｋ２８．５・Ｐ．ＩＤ挿入部，　４２・・・多
チャンネルデータ形成部，　４３・・・データ多重・Ｐ／Ｓ変換部，　４４・・・電光変
換部，　４５，５１・・・光信号伝送ケーブル，　５２・・・光電変換部，　５３・・・
Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部，　５６・・・ワード列データ復元部，　５８・
・・映像データ復元部，　５９・・・ラインブランキング部データ復元部，　６２，６７
，７１・・・８Ｂ／１０Ｂデコーディング変換部，　６３，６８・・・デスクランブル処
理部，　６４，６９・・・ビット合成部，　６５・・・データ合成部，　７２・・・Ｋ２
８．５・Ｐ．ＩＤ入換部，　７７・・・シリアルデータ形成部，　８１，８３・・・Ｐ／
Ｓ変換部，　８５・・・特定パラレルディジタル映像信号形成部

【図１】 【図３】
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